
まえがき＝ 1995 年に発生した阪神・淡路大震災による
犠牲者の多くが，倒壊した建物の圧死によるものであっ
たことから，住宅の耐震補強技術の開発が重要な課題と
なっている。新築の住宅においては耐震性が向上してい
るものの，国内には1981年の建築基準法改正前に建築さ
れ，大地震での耐震性に問題があるとされるいわゆる既
存不適格住宅が，1 200 万戸も存在している。これらの
耐震補強改修が急務となっており，近年，戸建住宅の耐
震診断，耐震改修工事に補助金を交付する自治体が急増
している。しかしながら，単悓 銳つ有効な耐震補強
技術がほとんど存在しないため，住宅の耐震補強は遅々
として進んでいないのが現状である。
　これまでの住宅用制震ダンパァ S θ栖宅 Ν
ζァ弛ヤ涌ょ揺いたダンテ，辿 ぺンぱザ精ヤ涌ょ丶
いたダンパななが スḾされている　 θ栖宅 ょ揺っ
たダンパ> 曜誇らら性が凡から族性 。戦，診銖ぴ
せ怯えこ単いたむ 革Ḿ炎 蹵。騎のため0ダンっ

ら るすゎたぷの98j工事こ代 かッとなりü ァ 丶
することが報告されている

1）。しかし，工業的に作製さ
れた材料においては室温で超塑性が発現したという報告
はなく，理論的には，結晶サイズを微細化することによ
り超塑性発現温度を低下できることが知られていた。
我々は，TMCP（Thermo-mechanical control process）技
術を用いることにより結晶粒を微細化し，室温において
も超塑性が発現する合金を開発した2）。図 1に，本合金
の組織写真を示す。アルミ相に囲まれた亜鉛相の結晶粒
径が，数百 nmオーダに微細化されている。
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結晶粒超微細化された常温超塑性Zn-Al合金の開発と住宅
用制震ダンパへの適用

Room-temperature Super-plastic Ultra Fine Grained Zn-Al Alloys and their 
Application to Seismic Dampers in Wooden Detached ЕrR き丼y was developed by means of TMCP (Thermo-

mechanical control process). Kobe Steel used this alloy in the construction of a seismic damper for wooden 
houses. This alloy has super-plasticity properties at room temperature. The newly developed bending type 
dampers using this alloy have stable energy absorption properti








